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保護施設におけるレジオネラ症防止対策の徹底について 

 

社会福祉施設等におけるレジオネラ属菌の汚染への対応については、「社会福祉

施設におけるレジオネラ症防止対策について」(平成 11 年 11 月 26 日社援施第 47

号厚生省大臣官房障害保健福祉部障害福祉課長、社会・援護局施設人材課長、老

人保健福祉局老人福祉計画課長、児童家庭局企画課長連名通知)、「社会福祉施設

等におけるレジオネラ症防止対策マニュアルについて」(平成 13 年 9 月 11 日社援

基発第 33 号厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長、社会・援護局福祉基盤課

長、社会・援護局障害保健福祉部企画課長、老健局計画課長連名通知)等により、

通知しており、これまで御対応いただいているところです。 

昨年度、社会福祉施設において家庭等で使用される卓上用又は床置き式の加湿

器内の汚染水のエアロゾル（目に見えない細かな水滴）を吸入したこと等が原因

とされるレジオネラ症の感染事例が報告されたこと等を踏まえ、今般、別紙１の

平成 30 年８月３日付け厚生労働省告示第 297 号（以下「一部改正告示」という。）

により、レジオネラ症を予防するために必要な措置に関する技術上の指針(平成 15

年厚生労働省告示第 264 号)の一部が改正されました。 

つきましては、衛生主管部局に対し、別紙２のとおり通知されているところで

あり、貴部局におかれましても、一部改正告示中「第五 加湿器における衛生上

の措置」の「三 維持管理上の措置」の内容について御了知の上、管内の保護施

設に対し周知いただくとともに、衛生主管部局から協力等の依頼があった場合に

は、当該主管部局と連携を密にとり、効果的な対策が講じられますようお願いい

たします。 


